

































置に影響を受けることが挙げられる（Kaiki, Takeda & Sagisaka 1990，Kaiki & Sagisaka 1992，




















































































組 役割 話者 生年 生育地 現居住地 外住歴
１ □□ A 1939年 錦町 幸町 なし
●● B 1928年 小泉町 小泉町 33～ 36歳愛知県稲沢市
２ □□ C 1949年 中町 中町 18～ 22歳東京，22～ 25歳岐阜県
揖斐郡坂内村（現，坂内町）
●● D 1945年 笠原町 明治町 29～ 34歳時愛知県名古屋市
３ ●● G 1949年 坂上町 坂上町 18～ 22歳東京
□□ H 1949年 田代町 田代町 なし
４ □□ K 1941年 錦町 錦町 なし
●● L 1935年 御幸町 御幸町 なし
５ □□ O 1941年 新富町 滝呂町 なし









１組 約27秒 A　約9秒 B　約11秒
２組 約52秒 C　約28秒 D　約15秒
３組 約46秒 G　約17秒 H　約20秒
４組 約46秒 K　約26秒 L　約12秒















の音節 (283ms) は後の /na/(148ms)，/zu/(160ms)，/ci/(118ms) などの1拍音節の2つ分ほどの長
さがある。しかし，図2のように同じ「金槌」という語の /ka/ を短く発音している場合（90ms）





図 1 「金槌なら…」話者 P 
図 2「（あの）金槌貸して…」 話者 O
表3　データ中の音節数と平均音節長（ms＝ミリ秒）4 
組 話者 1拍音節数 平均音節長 2拍音節数 平均音節長 音節数計
１組 A 44 142.6ms 13 188.1ms 57
B 34 152.7ms 10 235.6ms 44
２組 C 81 166.0ms 29 183.4ms 110
D 54 147.6ms 17 239.8ms 71
３組 G 68 119.6ms 18 202.1ms 86
H 47 222.4ms 13 237.7ms 60
４組 K 78 164.1ms 25 250.2ms 103
L 47 140.4ms 6 212.3ms 53
５組 O 39 115.9ms 13 180.1ms 52
































川 （1957） の記述から読み取れる特徴（安藤 2018）と一致する。一方，非節初頭韻律語初頭音
節は節初頭音節より短く，t検定 (p<.05） を行ったところ中間音節との間に有意差は見られな
い（p=.416）。また，非節初頭韻律語初頭音節は長さにばらつきが見られ，話者A, Bでは長いが，




























































































































































生年 終戦前 戦後 終戦前 戦後 終戦前 戦後
平均音節長 145.3ms 133.5ms 118.8ms 101.1ms 104.3ms 104.2ms







頭子音 あり なし あり なし あり なし
音節数 53音節 21音節 27音節 24音節 253音節 6音節
音節 平均長 149.9ms 118.7ms 133.6ms 87.3ms 106.3ms 114.5ms
標準偏差 51.6 33.1 56.5 49.0 38.2 36.9
p値 p=.013 p=.003 p=.606
母音 平均長 88.6ms 118.7ms 77.6ms 87.3ms 60.9ms 114.5ms























話者 頭高型 非頭高型 頭高型 非頭高型
A 1音節 152ms 4音節 146.0ms 1音節 147ms 3音節 138.3ms
B 1音節 146ms 4音節 162.8ms 1音節 135ms 4音節 151.0ms
C 0音節 － 6音節 145.0ms 3音節 60.3ms 5音節 143.8ms
D 1音節 119ms 8音節 134.4ms 2音節 104.5ms 5音節 73.2ms
G 1音節 105ms 6音節 126.0ms 2音節 118.0ms 7音節 103.7ms
H 2音節 124.5ms 6音節 144.3ms 0音節 － 3音節 103.0ms
K 5音節 152.6ms 6音節 168.9ms 2音節 107.0ms 4音節 126.0ms
L 0音節 － 8音節 155.6ms 1音節 90ms 1音節 98ms
O 4音節 80ms 3音節 129.3ms 2音節 101.0 2音節 62.0ms
P 4音節 124.0ms 3音節 177.0ms 2音節 83.0 0音節 －
計 19音節 123.7ms 54音節 147.9ms 16音節 98.8ms 34音節 113.7ms



























項目数 19 15 20 19
初頭音節長平均 123.7ms 131.5ms 157.6ms 150.6ms
S. D. 44.0 36.1 53.4 47.6
p値
遅上がりは，3拍目以降にアクセント核を持つ語および平板型アクセントを持つ語において，






































は「どの位の長さなやつが」（/dono-guraR-no nagasa-na jacu-ga/，ただし，/guraa/と /jacu-ga/の 
/g/ が脱落している）のピッチ曲線を示す。この例では⓪型の「どの位」の内部ではなく，①
型の後続語「長さ」の第1拍がピーク（H位置）となっている。
－ 120 － － 121 －
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項目数 15 19 17
初頭音節長平均 131.5ms 161.1ms 150.8ms
初頭音節長S.D. 36.1 58.7 49.9
距離平均 1.48 2.70 3.01














項目数 15 19 17
ピッチ上昇幅平均 6.25st 9.89st 5.07st
ピッチ上昇幅S. D. 5.0 7.2 3.1









項目数 15 19 17
ピッチ上昇幅平均 6.25st 9.89st 5.07st
初頭音節長平均 131.5ms 161.1ms 150.8ms



























































































4P: 　　　　　　　　　　　　　　　　    （ン）　　　　　　　　　        （アーホーカホーカ）
マー　ソー　ヨーケ　ナーケド／ナンデモ　エーカ／（ナン）イッテミヤー（ハイ）
5O: （アノ）チョット／カナズチ（アノ）カシテマエン（カシャン）





























4）     話者 A～ Dについては，安藤 （2018）から分析のミスを修正したことにより若干の数値の変動がある。
5）     ④型の例では第 4拍に，⓪型の例では後続語のアクセント核位置に，ピッチの急激な下降が見られる
ため，アクセント型としてはそれぞれの型に分類される。
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